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１ 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 
（１） 背景 

勝浦市（以下、「本市」という。）の学校施設は、明治・大正・昭和初期に創立されて以来、

長い歴史の過程で地域の発展や旧町村の合併等に伴い、移転、統廃合及び校舎の改築等を行

うなど、様々な変遷を経て現在に至っています。 

そのため、現在の学校施設における設置の経緯や建築時期は一様では無く、老朽化や機能

の低下の程度については、学校施設ごとに差異が顕著です。 

その中にあって、近年においては平成 18年（2006 年）に勝浦小学校を改築（建替え）し、

さらに平成 26年（2014年）に学校給食共同調理場を移転・改築しました。 

しかし、本市では人口減少や財政難に直面していることもあって、他の小学校及び中学校

については改築の目途が立たず、一部の学校施設については、法定耐用年数を大幅に超過し

つつも使用を継続している状態にあります。また、今後 10 年から 20 年のうちには、法定耐

用年数を満了する学校施設は急増する見込みであり、学校施設の改築等への対応は年々深刻

さを増しているものといえます。 

そのため、本市では、学校施設の規模や配置の適正化も視野に入れつつ、適切な点検や保

全によって建物の寿命を可能な限り延命化し、修繕費や改築費の低減に努めなければならな

い状況にあります。 

また、雇用や産業の多様化、国際競争の激化や進歩の著しいＩＣＴ分野への的確な対応が

求められる現状において、学校教育では課題を解決するための思考力・判断力・表現力を身

につけるための教育が推進されており、時代の変化に適応した教育環境の充実が不可欠な状

況にあります。さらに、本市において急速に進行している少子高齢化に伴って、学校施設を

拠点とした地域社会の機能維持についても、重要性が高まっています。 

このように、本市の学校施設に関しては、老朽化対策の推進を中心として、教育環境の充

実、地域拠点機能の維持・向上を図るために、中長期的かつ多様な観点により学校施設のあ

り方を抜本的に見直すべき状況にあります。 

 

（２） 目的 

国において、平成 25 年 11 月にインフラ長寿命化基本計画を定め、国と地方公共団体が一

丸となってインフラの戦略的維持管理・更新等を目指すこととし、地方公共団体については

行動計画としての公共施設等総合管理計画の策定と行動計画を踏まえた個別施設計画の策定

が求められました。 

これを受けて、本市においては平成 28年度に「勝浦市公共施設等総合管理計画」を策定し、

公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針や施設類型ごとの管理に関する

基本的な方針を策定するとともに、順次、施設類型ごとを基本として個別施設計画の策定に

取り組んでいるところです。 

「勝浦市学校施設の長寿命化計画」（以下、「本計画」という。）は、現存する学校施設を対

象とした個別施設計画に位置付け、喫緊の課題である学校施設の計画的な老朽化対策を中心

的な目的に据えて、老朽化の実態把握及び建物の延命化等の改修費用等の試算を行い、改修

等に係る優先順位付けと今後５年間の実施計画を定めました。さらに、余裕教室を含む学校

施設の有効活用状況や地域社会との連携状況についても実態を把握し、時代とともに変わり

ゆく教育サービスや地域社会のニーズに適合するための学校施設の基本的な役割についても

考察しました。 

本計画をもとにして老朽化対策を計画的に実施し、さらに児童・生徒のみならず地域社会

全体で学校施設の有効活用を図ることで、財政負担を軽減しつつ、安心・安全な学校施設の

整備を継続的に実現するとともに、児童・生徒の健全な成長と地域社会の豊かな暮らしを支

えるための学校施設の機能を一層強化します。 
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（３） 計画期間 

本計画は、令和２年度から令和 31 年度までの 30 年間の計画とし、原則として５年毎に見

直しを行うものとします。 

なお、児童生徒数の変化、社会経済情勢、国の補助制度の動向により早急な対応が必要な

場合には、本計画を随時見直すものとします。 

 

（４） 対象施設 

本計画における対象施設は、原則として平成 31年４月１日現在における以下の施設とし

ます。 

施設類型と施設名 施設数 

＜小学校（校舎、体育館、プール※、グラウンド）＞ 

 上野小学校／興津小学校／勝浦小学校／豊浜小学校／総野小学校 
５校 

＜中学校（校舎、体育館、プール、グラウンド）＞ 

 勝浦中学校 
１校 

＜学校給食共同調理場＞ 

 勝浦市学校給食共同調理場 
１施設 

※興津小学校にはプールは設置されていません。 

詳細はＰ３～Ｐ６参照 

 

 

２ 学校施設の目指すべき姿 
●子どもたちが安全に安心して学ぶことができる教育環境の整備 

学校施設は、子どもたちの学習・生活の場であるとともに、災害発生時には地域住民の 

避難場所にもなることから、耐震化等による防災機能の強化、老朽化対策を推進します。 

また、学校施設のバリアフリー化や障害者差別解消法にある「合理的配慮1」の充実を図

るために、施設・設備などの環境整備も計画的に進めていきます。 

さらに、地域・家庭・警察等の関係機関との連携を推進して、学校安全の充実を図るとと

もに、子どもたちが安心して学業に励み、心身の健全な成長が促されるよう、学校、家庭、

地域社会や関係機関が連携して児童生徒指導や教育相談を充実させます。 

 

●時代の変化に即した教育環境の維持・向上 

学校施設は、教育内容等の多様化や児童生徒の生活様式の変化等にも適切に対応する必要

があることから、トイレの洋式化、エアコンの整備など、機能面における教育環境の維持・

向上に努めます。さらに、情報化の進展と普及に伴い、ＩＣＴ環境の一体的な整備を効率的

に進めるとともに、児童・生徒一人ひとりの教育ニーズに応じて、少人数学習や特別支援教

育に対応した施設整備を計画的に進めていきます。 

 

●小学校の適正規模・適正配置の推進や学校施設の多機能化への対応 

今後、少子化の進行に伴い、学校の小規模化がさらに進むと予想されます。学校の適正規

模·適正配置については、児童の教育条件の改善の観点を中心に捉え、市のマスタープラン

等と併せて総合的な観点から分析を行い、保護者や地域住民との共通理解を図りながら、学

校統合の適否を検討していきます。 

また、防災、地域の交流の場等の多様な機能に留意し、「地域と共にある学校づくり」の

視点を踏まえ、学校体育施設を市民のスポーツ・レクリエーションの場として開放するな

ど、学校施設の有効活用を図ります。  

 
1 障がいのある人が、障がいのない人と平等に人権を享受し行使できるよう、一人ひとりの特徴や場面に応じて

発生する障害・困難さを取り除くための、個別の調整や配慮のこと。 
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３ 学校施設の実態 
（１） 学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

 学校施設台帳等に基づく、学校施設の実態は以下のとおりです。 

 

① 対象施設一覧（令和元年５月１日時点） 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 
 

【学校給食共同調理場】 

 
 

② 学年別の児童・生徒数及び学級数（令和元年５月１日時点） 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 
 

  

通常
学級

特別
支援

通常
学級

特別
支援

上野小学校 植野元宮田72番地 2,675㎡ 1981(S56) 92 4 6 2

興津小学校 興津1662番地の１ 2,951㎡ 1976(S51) 43 2 4 2

勝浦小学校 墨名733番地の１ 4,686㎡ 2006(H18) 263 4 11 2

豊浜小学校 新官65番地 2,974㎡ 1967(S42) 38 3 4 3

総野小学校 蟹田222番地の１ 3,255㎡ 1988(S63) 65 2 5 2

学級数(学級)

延床面積 建築年度名称 住所

児童数 (人)

通常
学級

特別
支援

通常
学級

特別
支援

勝浦中学校 出水1120番地の１ 6,404㎡ 1964(S39) 294 15 9 3

名称 住所 延床面積 建築年度

生徒数 (人) 学級数(学級)

建築年度

2013(H25)

名称

学校給食共同調理場

住所

新戸270番地２

延床面積

1,138.56㎡

人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級

上野小学校 18 1 12 1 15 1 15 1 16 1 16 1 92 6 4 2 96 8

興津小学校 4 1 5 1 6 - 4 1 10 - 14 1 43 4 2 2 45 6

勝浦小学校 33 1 46 2 46 2 45 2 44 2 49 2 263 11 4 2 267 13

豊浜小学校 4 1 3 - 7 1 6 - 9 1 9 1 38 4 3 3 41 7

総野小学校 15 1 5 1 10 - 14 1 10 1 11 1 65 5 2 2 67 7

合計 74 5 71 5 84 4 84 5 89 5 99 6 501 30 15 11 516 41

合計1年 2年 3年 4年 5年 6年 小計 特殊

人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級

勝浦中学校 105 3 93 3 96 3 294 9 15 3 309 12

1年 2年 3年 小計 特殊 合計
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③ 児童生徒数及び学級数の変化（毎年５月１日時点） 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 
 

④ 保有教室の活用状況（令和元年５月１日時点） 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 
 

⑤ 学校敷地・グラウンド 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 

人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級

上野小学校 84 8 79 8 71 8 62 8 62 8 66 8 104 8 101 8 93 8 96 8

興津小学校 83 8 81 8 77 8 78 9 81 9 75 9 68 9 57 8 50 7 45 6

清海小学校 72 7 67 7 63 7 57 7 52 7 47 6

勝浦小学校 311 16 311 16 295 15 298 16 293 14 287 14 290 14 288 14 286 14 267 13

郁文小学校 53 6 48 6 47 7 43 6 37 6 34 6 29 5 23 5 18 4

豊浜小学校 76 7 59 7 47 7 46 6 43 6 45 7 47 8 50 7 45 7 41 7

総野小学校 84 8 86 7 85 7 77 7 69 7 68 8 74 8 70 8 64 8 67 7

合計 763 60 731 59 685 59 661 59 637 57 622 58 612 52 589 50 556 48 516 41

2015(H27)2010(H22) 2011(H23) 2012(H24) 2013(H25) 2014(H26) 2019(R1)2016(H28) 2017(H29) 2018(H30)

人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級 人 級

北中学校 106 7 95 6 101 6 103 6 99 6 86 5 62 4

興津中学校 102 5 95 6 82 5 73 5 70 5 66 4 70 5

勝浦中学校 217 9 223 10 228 10 230 11 221 10 206 8 195 8 309 11 296 12 309 12

合計 425 21 413 22 411 21 406 22 390 21 358 17 327 17 309 11 296 12 309 12

2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)2010(H22) 2011(H23) 2012(H24) 2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28)

普通 理科 生活 音楽
図画
工作

家庭 視聴覚
ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀ

図書室
特別
活動

教育
相談

上野小学校 8 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1

興津小学校 8 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1

勝浦小学校 14 1 0 1 1 1 0 1 1 0 3

豊浜小学校 7 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1

総野小学校 8 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1

普通 理科 音楽 美術 技術 家庭 視聴覚
ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀ

図書室
特別
活動

教育
相談

勝浦中学校 8 2 2 1 2 2 0 1 2 0 3

建物敷地（㎡） 運動場（㎡） 合計（㎡）

上野小学校 4,632 7,729 12,361

興津小学校 4,753 3,454 8,207

勝浦小学校 6,125 6,292 12,417

豊浜小学校 6,551 6,012 12,563

総野小学校 2,826 11,427 14,253

建物敷地（㎡） 運動場（㎡） 合計（㎡）

勝浦中学校 9,354 18,385 27,739
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⑥ 校舎・体育館（令和元年５月１日時点） 

【小学校】 

 
 

【中学校】 

 
 

⑦ プール 

【小学校】 

 
※興津小学校にはプールは設置されていません。 

 

【中学校】 

 
※勝浦中学校のプールには、ガソリンエンジンと手動で動かせる給水ろ過装置が設置され、 

災害時に毎分最大１４０リットルを供給する能力があります。 

 

⑧ 学校給食共同調理場（令和元年５月１日時点） 

 
※その他は、勝浦市勝浦幼稚園ですが、令和２年１月 14 日より認定こども園に移行しています。 

  

建築
年度

構造
延床

面積㎡
建築
年度

構造
延床

面積㎡

上野小学校 1981(S56) RC 1,790 1995(H7) S 768

興津小学校 1976(S51) RC 2,076 1982(S57) S 847 管理及び普通教室棟

勝浦小学校 2006(H18) RC 3,682 1980(S55) S 826

1966(S41) RC 781 管理普通教室

1967(S42) RC 1,234 普通教室棟

総野小学校 1988(S63) RC 2,328 1979(S54) S 820 体育館は渡り廊下を除く

豊浜小学校

校舎 体育館

備考

1978(S53) S 846

建築
年度

構造
延床

面積㎡
建築
年度

構造
延床

面積㎡

2013(H25) RC 1,623 体育館

1975(S50) RC 412 柔剣道場
3,991

備考

校舎 体育館

勝浦中学校 1964(S39) RC

建設年度 寸法

上野小学校 1973(S48) ２５ｍ×１１．８ｍ

勝浦小学校 1982(S57) ２５ｍ×１２．０ｍ

豊浜小学校 1974(S49) ２５ｍ×１１．８ｍ

総野小学校 1973(S48) ２５ｍ×１１．８ｍ

建設年度 寸法

勝浦中学校 2019(R1) ２５ｍ×１３．０ｍ

児童数 校数 生徒数 校数 人数 校数 人数 校数

H27 622 7 358 1 37 1 1,017 9

H28 612 6 327 1 37 1 976 8

H29 591 6 308 1 33 1 932 8

H30 556 6 297 1 35 1 888 8

R1 516 5 309 1 30 1 855 7

小学校 中学校 その他※ 合計
年度
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⑨ 学校施設の貸付状況（平成 30年度実績） 

 本計画の対象となっている学校施設については、市の条例・規則に基づき、保育所や幼稚

園における運動会の会場又はその練習場所、市主催による避難訓練、ＰＴＡや地域のスポー

ツ団体等による活動場所等として、年間を通じて幅広く活用されています。 

 

【小学校】                              単位：貸付日数 

 
出典：所管課調べ 

 

【中学校】                              単位：貸付日数 

 
出典：所管課調べ 

 

⑩ 併設施設の状況（放課後ルーム）（令和２年３月末時点） 

 市内の放課後ルーム2のうち、豊浜小学校、興津小学校及び総野小学校では、校舎内に放課

後ルームが開設されています。 

開設日時は、月曜日～金曜日（授業終了後～１８時００分）、土曜日・小学校の長期休業日・

臨時休校日（８時００分～１８時００分）です。休業日は、日曜日・祝日・年末・年始です。 

 
【放課後ルーム】 

 
 

  

 
2 放課後ルームは、市内の小学校に就学する１～６年生を対象として、授業終了後に保護者が迎えに来るまでの

間の生活の場として、指導員やクラブ児童たちと宿題や遊びなどを行うための事業です。 

有償 無償 計 有償 無償 計 有償 無償

上野小学校 10 166 176 0 33 33 10 199 209 （209）

興津小学校 47 143 190 0 32 32 47 175 222 （190）

勝浦小学校 68 248 316 0 93 93 68 341 409 （409）

豊浜小学校 49 114 163 2 86 88 51 200 251 （171）

総野小学校 63 165 228 0 34 34 63 199 262 （229）

体育館等 グラウンド 合計（括弧内は重複利用を除く実日数）

計

有償 無償 計 有償 無償 計 有償 無償

勝浦中学校 184 72 256 1 9 10 185 81 266 （258）

合計（括弧内は重複利用を除く実日数）

計

体育館等 グラウンド

施設名 住所 場所

かつうら放課後ルーム 墨名６６２番地１ (元)児童館

おきつ放課後ルーム 興津１７００番地 興津小学校内

ふさの放課後ルーム 蟹田２２２番地の１ 総野小学校内

うえの放課後ルーム 植野元宮田３４番地 上野集会所内

とよはま放課後ルーム 新官６５番地 豊浜小学校内
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⑪ 学校施設の配置状況 
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⑫ 学校施設の保有量 

昭和 56 年以前（旧耐震基準）の学校施設は全体の 55％を占めていますが、学校施設の構造

部に関する耐震化はすべて完了しています。 

築 30年以上経過した学校施設は、約 1.7万㎡で全体の 69％です。 

市施設全体で築 30 年以上が経過した施設は約 60％3であるため、学校施設の老朽化が特に

進んでいると言えます。 

 
 

【用途別の面積比較】 

 
 

 

  

 
3 勝浦市公共施設等総合管理計画（平成 29 年３月）における平成 28 年４月時点の公有財産台帳及び平成 27 年

度の水道施設台帳（資産台帳）に基づく集計値 
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築20年以上 34棟（81%） 1.7万㎡（72%）

対象建物

42棟

2.4万㎡

（年度）

築30年以上 30棟（71%） 1.7万㎡（69%）

築30年以上

0.6万㎡(25%)

築40年以上

0.4万㎡(18%)
築20年以上

867㎡(3.6%)

築10年以上

0.4万㎡(16%)
築10年未満

0.3万㎡(12%)

築50年以上

0.6万㎡(26%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

19棟（45%） 1.1万㎡（45%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

23棟（55%） 1.3万㎡（55%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 中学校 武道場 小学校 その他 中学校 その他 共同調理場 その他

学校種別 系列分類 建物用途 合計面積(㎡) 構成比

小学校 校舎 校舎 11,891 49.4%

小学校 体育館 体育館 4,150 17.2%

小学校 その他 その他 500 2.1%

中学校 校舎 校舎 3,991 16.6%

中学校 武道場 武道場 412 1.7%

中学校 体育館 体育館 1,623 6.7%

中学校 その他 その他 378 1.6%

その他 その他 学校給食共同調理場 学校給食共同調理場 1,139 4.7%

24,084 100%

小学校

中学校

合　　　　　　　　　　計
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⑬ 施設関連経費の推移 

 公共施設の実態把握を目的とした施設運営経費に関する庁内調査によると、学校給食共同

調理場を含む学校施設（本計画対象施設のみ）について、過去５年間の支出データをもとに

した施設整備費の年平均額は、１年あたり約９千４百万円（約 0.9 億円）でした。このうち、

平成 28年度には上野小学校において大規模修繕工事が実施されています。 

なお、直近５年以外では、平成 25年度に勝浦小学校、豊浜小学校及び総野小学校の各体育

館について耐震改修工事並びに勝浦中学校の体育館新築工事が実施されました。さらに平成

22 年度に豊浜小学校及び勝浦中学校の各校舎について、耐震改修工事が実施されています。 
単位：千円 

 
出典：所管課調べ 

 

⑭ 今後の維持・更新コスト（従来型） 

建築後 20 年で大規模改修を実施、建築後 50 年で改築（建て替え）という従来型の更新サ

イクルを続けると仮定して、今後の維持・更新コストを試算しました。改築・改修の基礎とな

る建築単価は、更新単価（P23）の平均値を採用し、光熱水費・委託費は直近５カ年の実績額

相当を計上しています。 

建築後 50 年で改築する従来の修繕・改修を続けた場合、今後 40 年間のコストは 85 億円

（年平均 2.1億円）が必要となります。これは、2014年～2018 年までの５年間の施設関連経

費年平均 0.9億円の約 2.3倍に相当します。 

従来どおりの改築中心の整備を今後とも継続することは、当市の財政事情からすると著し

く困難であると言えます。 

 

 
  

項目 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) ５年平均

施設整備費 43,904 3,064 138,060 40,933 43,003 53,793

維持修繕費 401 377 751 3,407 6,377 2,263

光熱水費・委託費 41,591 35,613 35,308 38,129 39,782 38,085

合　計 85,896 39,053 174,119 82,470 89,161 94,140
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

2.1億円/年

10年間

1.4億円/年

10年間

1.8億円/年

今後の維持・更新コスト（従来型）

40年間の総額

85億円

3.3億円/年

対象建物

2.4万㎡

42棟

40年間の平均

2.1億円/年

2.3倍

過去の

施設関連経費

0.9億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費
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（２） 学校施設の老朽化状況の実態 

① 構造躯体の健全性の評価基準 

構造躯体の健全性の評価においては、今後の維持・更新コストの試算における「改築」と

「長寿命」（長寿命化改修）の区分を明らかとするために、耐震診断報告書及び現地調査結果

を基に、長寿命化改修に適さない可能性のある建物を選別しました。 

なお、長寿命化の工事実施段階においては、耐力度調査に準じた躯体の詳細な調査を行い、

さらに経済性や教育機能上の観点を加え、個別の建物ごとに長寿命化改修の可否を判断する

必要があります。 

 

●計画策定段階における「改築」の判定基準 

●長寿命化の判定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 旧耐震基準の鉄筋コンクリート造の建物は、耐震診断報告書に基づき、コンクリート

圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下のもの、及び圧縮強度が不明のものは「要調査」建物と

し、試算上は「改築」としました。 

② 旧耐震基準の鉄骨造、木造等の建物は現地調査結果をもとに判断し、概ね建築後 40年

以上で腐食や劣化の著しいものは「要調査」建物とし、試算上は「改築」としました。 

③ 上記以外は、試算上の区分を「長寿命」としました。 

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（文部科学省・平成 29 年３月） 
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② 構造躯体以外の劣化状況等の評価基準 

 構造躯体以外の劣化状況の評価において、劣化部位の修繕コストや改修等の優先順位付け

を今後の維持・更新コストの算出に反映させるため、対象建物ごとに「劣化状況調査票」（P41 

資料編に様式を掲載）を作成することにより評価しました。 

 劣化状況調査票では、屋根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上げ、電気設備、機械設

備は目視が可能であれば目視状況を踏まえつつ、部位の全面的な改修年も参考としてＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄの４段階で評価しました。なお、過去の改修年は平成 21 年度から平成 30 年度までの

財務執行データによる工事費等の支出実績を参考にしました。 

  

●劣化状況等の判定基準 

 

 
 

●健全度の算定 

 健全度は各建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100 点満点で数値化し

た指標です。①部位の評価点と②部位のコスト配分を下表のように定め、③健全度を 100 点

満点で算定しました。なお、③部位のコスト配分は、文部科学省の「長寿命化改良事業」の校

舎の改修比率算定表を参考に、同算定表における「長寿命化」の７％分を、屋根・屋上、外壁

に按分して設定しています。 

 

 
 

 

  

評価 基準

良好 Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（躯体の耐久性に影響を与えている）

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

Ｄ劣化

①部位の評価点 ③健全度

評価点 総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷60
Ａ 100
Ｂ 75 ※100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っています。

Ｃ 40 ※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示しています。

Ｄ 10

②部位のコスト配分 健全度計算例
コスト配分 評価 点数 配分

5.1 Ｃ → 40 × 5.1 ＝ 204
17.2 Ｄ → 10 × 17.2 ＝ 172
22.4 Ｂ → 75 × 22.4 ＝ 1680
8.0 Ａ → 100 × 8.0 ＝ 800
7.3 Ｃ → 40 × 7.3 ＝ 292
60 3148

÷ 60
健全度 52

3　内部仕上げ
4　電気設備
5　機械設備

計

部位
1　屋根・屋上
2　外壁

部位
1　屋根・屋上
2　外壁
3　内部仕上げ
4　電気設備
5　機械設備
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●評価基準：屋根・屋上 

 構造躯体以外の劣化状況は、部位別に以下の状況についてＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階の判定を

実施しました。 

Ａ Ｂ 
  

上野小学校 校舎の屋上 

シート防水である。きれいに保たれている。 

学校給食センター 2 階上部の陸屋根 

シート防水である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 校舎の屋上 

雨水が溜まり、蒸発した跡が残っており、今後

は注意が必要。排水口に土汚れが堆積してい

る。 

同上 

排水口周りに草が生えているのが目立つ。 

 

 

【調査時のポイント】－屋根・屋上－ 

⚫ 陸屋根は、勾配屋根に比べて雨漏りの

危険性が高い。 

⚫ アスファルト防水（保護工法、露出工

法）は、外観の目視のみでは、防水層

の劣化状況はわからない。 

⚫ シート防水の場合、防水シートが捲れ

たり、剥がれたりしていれば、雨漏り

している可能性が高い。 

⚫ ただし、外観のみでは分からない場合

もあり、いずれの防水工法の場合も、

屋上の直下階の天井に雨漏りが無い

か、確認する必要がある。 

⚫ 屋上の排水口の詰まりは、雨漏りに直

結する。調査時点で雨漏りしていなく

ても、直ちに詰まりを除去する必要が

ある。 

 

同上 

排水口に土が多量に堆積している。 
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Ｃ Ｄ 

  

興津小学校 校舎の屋上 

パラペット内側のモルタルが剥落している。 

 

 

豊浜小学校 校舎の屋上 

シート防水が完全に捲れ上がっている。 

 

 

  

同上 

排水口に土が溜まり、草が繁茂し、完全に詰ま

っている。 

雨水が溜まり、雨漏りに繋がる危険が高い。 

同上 

シート防水がめくれ、排水口に草が生えてい

る。 

下階の天井では雨漏りしている。 

  

同上 塔屋下部 防水立ち上がりのアゴの部分

のコンクリートが割れて崩壊し、鉄筋が脱落し

ている。塔屋の壁面にも爆裂があり、鉄筋が露

出している。 

同上 

シートが完全に剥がれて、全く防水層が無い部

分が存在する。 

水溜まりの跡もある。 
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●評価基準：外壁 

 

 

Ａ Ｂ 
  

勝浦中学校 屋内運動場 

きれいな状態に保たれている。目立つクラック

は無い。 

勝浦小学校 校舎 

打ち継ぎ目地に汚れとシールの劣化がある。 

 

【調査時のポイント】 

－外壁－ 

⚫ 鉄筋コンクリート造の場合、階間のコ

ンクリートの打ち継ぎ箇所からの雨漏

りが建物に致命的なダメージを与える

可能性があるので特に要注意である。 

⚫ 上記については、階段室など、床スラ

ブが無い箇所の調査が分かりやすい。 

⚫ 躯体以外、開口部廻りの劣化も要注意

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝浦小学校 校舎 

2 階外壁校庭側上部にクラックがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝浦小学校 校舎 校庭と反対側のガラスカー

テンウォール(階段室)の下部(床周り)に雨漏り

の跡がある。内部コンクリート面のクラックか

ら水が染み出たようである。シールで留めてあ

る。 

  



 

  

  15  

 

 

 

 

Ｃ Ｄ 

  

興津小学校 校舎の外壁 

躯体が劣化し、いくつかの損傷箇所（亀裂、は

く落）が目視できる。 

上野小学校 プール専用付属室 

下部が雨水などの影響で風化し、表面のモルタ

ルが剥がれるなど、劣化・崩壊が始まってい

る。 

  

 

 

 

同上  

コンクリートが剥落し、鉄筋が見えているとこ

ろがあるが、鉄筋が内部で錆び、膨張したこと

が原因と考えられる。 

 

同上  

外部天井（ベランダ下）の躯体亀裂から雨水が

滲み出た形跡がある。 

同上 

外壁角が割れ、壁が崩壊しつつある。開口部周

りの劣化も著しい。 
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●評価基準：内部仕上げ 

 

 

Ａ Ｂ 
  

総野小学校 体育館 

何かをぶつけた損傷や経年劣化はあるが、全体

としてきれいにメンテナンスされ、使われてい

る。 

勝浦小学校 屋内運動場 

壁面の木部などに、経年劣化が見られるが、そ

れほど大きなものではない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

ステージ下の椅子格納庫の床が大きく壊れてい

る。早急な修復が必要である。 

 

 

【調査時のポイント】 

－内部仕上げ－ 

⚫ 仕上げ材だけの劣化であれば、建物寿命には大きく影響はしない。 

⚫ 建具など可動部分の不具合は、利用者の怪我などに繋がるので、要注意である。 

⚫ 手摺や階段などの破損にも要注意である。 

⚫ 天井や壁に雨漏りの跡が無いか、確認する必要がある。具体的には、サッシと躯体の間

のシールが劣化したり、躯体開口の周囲のクラックが拡大すると、そこから雨漏りした

りする可能性がある。ガラスとサッシの間のパッキンの劣化も雨漏りの原因となる。 

 

 

  



 

  

  17  

 

 

 

 

 

Ｃ Ｄ 

  

上野小学校 校舎 

きれいに保たれているが、床の長尺塩ビシート

が経年劣化で変色している。 

総野小学校 体育館渡り廊下 

雨漏りと湿気による結露が同時に起きている模

様である。屋根面のシート防水が傷んでおり、

そこからの雨漏りが生じている模様である。 

  

 

 

 

同上 

図工室の流し台にもひびがある。 

 

 

同上 

内部に湿気がこもり、カビが原因の悪臭もあ

る。 

  

同上 

フローリングにも劣化が見られる。 

 

 

同上 

半地下になっているため、土中の外壁からの漏

水も生じている模様である。 
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●評価基準：設備（電気・機械） 
 

 

判定 基準 劣化状況例 

Ａ 
使用上問題が無く、外観上も新しい（劣化が感じ

られない）。 
新品同様である。 

Ｂ 
使用上問題が無く。外観上も目立った劣化が見ら

れない。 

古さを感じるが、使用上問題

が無い。 

Ｃ 
外観上は問題があるものの、とりあえず使用はで

きている。 

上水がしまりきらない。やや

異臭がする／異音がするが

点灯する。 

Ｄ 使用上問題があり、外観上も劣化している。 
水が出ない、蛇口の水漏れが

止まらない／点灯しない。 

 

 
＜該当する部位＞ 

◆ 電気設備：建物内の分電盤・配線・配管 

（電灯・コンセント設備） 

（弱電設備） 

 

◆ 機械設備：建物内の給水配管・給湯配管・排水配管・ガス配管、換気設備 
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③ 構造躯体及び構造躯体以外の劣化状況等の評価結果 

 令和元年度に実施した建物の資料調査及び現地調査の成果を踏まえ、以下のとおりに劣化

状況等を整理・評価しました。なお、現地調査に使用した資料（調査票）は資料編（P41）に

掲載しています。 

 

●構造躯体の健全性 

 市全体 42棟の集計結果では、「長寿命」とされたのは、建物数では全体の 55％（23 棟）、

面積では全体の 81％（19,560 ㎡）であり、校舎や体育館等の大規模な建物はおおむね「長

寿命」と評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●構造躯体以外の健全性 

 建物ごとの健全度（100 点満点）を施設別に延床面積を踏まえて加重平均し、施設別の健

全度を算定した結果、以下の通りとなりました。 

 全体的には健全度は築年が浅い（新しい）ほどに高くなる傾向にあり、経年相応の劣化状

況にあるものと言えます。 

 なお、勝浦小学校と勝浦中学校は、施設内に新しい建物と古い建物が混在しているため、

施設全体で集計すると、極端な結果とはならないことに留意する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●構造躯体以外の健全度の意義（次頁、「建物別の評価結果」参照） 

◆ 健全度 40点未満なら優先的に改築や長寿命化改修等の対策を講じることが望ましいで

す。 

◆ 健全度の点数にかかわらず、Ｃ、Ｄ評価の部位は、修繕・改修が必要です。 

  

長寿命, 23, 

55%

要調査, 2, 

5%

改築, 17, 

40%

試算区分の構成（建物数）

長寿命, 

19560㎡, 

81%

要調査, 

3991㎡, 17%

改築, 533㎡, 

2%

試算区分の構成（面積）

91

66

69

74

56

48

76

40 50 60 70 80 90 100

学校給食共同調理場

勝浦中学校

総野小学校

上野小学校

興津小学校

豊浜小学校

勝浦小学校

施設別健全度比較（加重平均値）

平均67点
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●建物別の評価結果一覧 

 

1 1001 上野小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 002 小学校 その他 S 1 38 1973 S48 46

2 1001 上野小学校 校舎 003 小学校 校舎 RC 3 1,790 1981 S56 38

3 1001 上野小学校 機械室 004 小学校 その他 RC 3 18 1981 S56 38

4 1001 上野小学校 変電室 005 小学校 その他 RC 3 15 1981 S56 38

5 1001 上野小学校 倉庫 006 小学校 その他 RC 1 26 1981 S56 38

6 1001 上野小学校 倉庫 007 小学校 その他 W 1 20 1988 S63 31

7 1001 上野小学校 屋内運動場 008 小学校 体育館 S 1 768 1995 H7 24

8 1004 興津小学校 管理普通教室棟 001 小学校 校舎 RC 3 2,076 1976 S51 43

9 1004 興津小学校 倉庫 002 小学校 その他 S 1 28 1977 S52 42

10 1004 興津小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 847 1982 S57 37

11 1007 勝浦小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 826 1980 S55 39

12 1007 勝浦小学校 倉庫１ 004 小学校 その他 W 1 13 1967 S42 52

13 1007 勝浦小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 006 小学校 その他 RC 1 80 1982 S57 37

14 1007 勝浦小学校 倉庫２ 010 小学校 その他 W 1 27 1993 H5 26

15 1007 勝浦小学校 屋外体育倉庫 011 小学校 その他 RC 1 28 2006 H18 13

16 1007 勝浦小学校 電気室 012 小学校 その他 RC 1 30 2006 H18 13

17 1007 勝浦小学校 校舎 013 小学校 校舎 RC 3 3,682 2006 H18 13

18 1009 豊浜小学校 管理普通教室 001-1 小学校 校舎 RC 3 781 1966 S41 53

19 1009 豊浜小学校 普通教室棟 001-2 小学校 校舎 RC 3 1,234 1967 S42 52

20 1009 豊浜小学校 倉庫 002 小学校 その他 W 1 54 1967 S42 52

21 1009 豊浜小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 846 1978 S53 41

22 1009 豊浜小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 004 小学校 その他 S 1 41 1974 S49 45

23 1009 豊浜小学校 倉庫 005 小学校 その他 W 1 11 1979 S54 40

24 1009 豊浜小学校 飼育小屋 006 小学校 その他 W 1 7 1990 H2 29

25 1010 総野小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 001 小学校 その他 S 1 38 1973 S48 46

26 1010 総野小学校 体育館 002-1 小学校 体育館 S 2 820 1979 S54 40

27 1010 総野小学校 渡り廊下 002-2 小学校 体育館 RC 1 43 1988 S63 31

28 1010 総野小学校 校舎 003-1 小学校 校舎 RC 3 2,174 1988 S63 31

29 1010 総野小学校 校舎 003-2 小学校 校舎 RC 2 154 1988 S63 31

30 1010 総野小学校 体育倉庫 004 小学校 その他 RC 1 26 1988 S63 31

31 3893 勝浦中学校 校舎 001-1 中学校 校舎 RC 4 2,147 1964 S39 55

32 3893 勝浦中学校 校舎 001-2 中学校 校舎 RC 4 1,844 1964 S39 55

33 3893 勝浦中学校 配膳室 003 中学校 その他 RC 1 119 1964 S39 55

34 3893 勝浦中学校 倉庫 005 中学校 その他 W 1 23 1964 S39 55

35 3893 勝浦中学校 便所 006 中学校 その他 W 1 40 1965 S40 54

36 3893 勝浦中学校 変電室等 008 中学校 その他 RC 1 65 1992 H4 27

37 3893 勝浦中学校 柔剣道場 009 中学校 武道場 RC 2 412 1975 S50 44

38 3893 勝浦中学校 体育館 010-1 中学校 体育館 RC 2 1,623 2013 H25 6

39 3893 勝浦中学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 011 中学校 その他 RC 1 131 2019 H31 0

40 K019 給食共同調理場 共同調理場 009 その他
給食セン

ター S 1 1,107 2013 H25 6

41 K019 給食共同調理場 ブロワー機械室 010 その他 その他 RC 1 26 2013 H25 6

42 K019 給食共同調理場 受水槽ポンプ室 011 その他 その他 S 1 6 2013 H25 6

　　建物基本情報

通し
番号

学校
調査
番号

用途区分

建物用途
階数

建築年度

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数
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1 1001 上野小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 002 小学校 その他 S 1 38 1973 S48 46

2 1001 上野小学校 校舎 003 小学校 校舎 RC 3 1,790 1981 S56 38

3 1001 上野小学校 機械室 004 小学校 その他 RC 3 18 1981 S56 38

4 1001 上野小学校 変電室 005 小学校 その他 RC 3 15 1981 S56 38

5 1001 上野小学校 倉庫 006 小学校 その他 RC 1 26 1981 S56 38

6 1001 上野小学校 倉庫 007 小学校 その他 W 1 20 1988 S63 31

7 1001 上野小学校 屋内運動場 008 小学校 体育館 S 1 768 1995 H7 24

8 1004 興津小学校 管理普通教室棟 001 小学校 校舎 RC 3 2,076 1976 S51 43

9 1004 興津小学校 倉庫 002 小学校 その他 S 1 28 1977 S52 42

10 1004 興津小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 847 1982 S57 37

11 1007 勝浦小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 826 1980 S55 39

12 1007 勝浦小学校 倉庫１ 004 小学校 その他 W 1 13 1967 S42 52

13 1007 勝浦小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 006 小学校 その他 RC 1 80 1982 S57 37

14 1007 勝浦小学校 倉庫２ 010 小学校 その他 W 1 27 1993 H5 26

15 1007 勝浦小学校 屋外体育倉庫 011 小学校 その他 RC 1 28 2006 H18 13

16 1007 勝浦小学校 電気室 012 小学校 その他 RC 1 30 2006 H18 13

17 1007 勝浦小学校 校舎 013 小学校 校舎 RC 3 3,682 2006 H18 13

18 1009 豊浜小学校 管理普通教室 001-1 小学校 校舎 RC 3 781 1966 S41 53

19 1009 豊浜小学校 普通教室棟 001-2 小学校 校舎 RC 3 1,234 1967 S42 52

20 1009 豊浜小学校 倉庫 002 小学校 その他 W 1 54 1967 S42 52

21 1009 豊浜小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 S 2 846 1978 S53 41

22 1009 豊浜小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 004 小学校 その他 S 1 41 1974 S49 45

23 1009 豊浜小学校 倉庫 005 小学校 その他 W 1 11 1979 S54 40

24 1009 豊浜小学校 飼育小屋 006 小学校 その他 W 1 7 1990 H2 29

25 1010 総野小学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 001 小学校 その他 S 1 38 1973 S48 46

26 1010 総野小学校 体育館 002-1 小学校 体育館 S 2 820 1979 S54 40

27 1010 総野小学校 渡り廊下 002-2 小学校 体育館 RC 1 43 1988 S63 31

28 1010 総野小学校 校舎 003-1 小学校 校舎 RC 3 2,174 1988 S63 31

29 1010 総野小学校 校舎 003-2 小学校 校舎 RC 2 154 1988 S63 31

30 1010 総野小学校 体育倉庫 004 小学校 その他 RC 1 26 1988 S63 31

31 3893 勝浦中学校 校舎 001-1 中学校 校舎 RC 4 2,147 1964 S39 55

32 3893 勝浦中学校 校舎 001-2 中学校 校舎 RC 4 1,844 1964 S39 55

33 3893 勝浦中学校 配膳室 003 中学校 その他 RC 1 119 1964 S39 55

34 3893 勝浦中学校 倉庫 005 中学校 その他 W 1 23 1964 S39 55

35 3893 勝浦中学校 便所 006 中学校 その他 W 1 40 1965 S40 54

36 3893 勝浦中学校 変電室等 008 中学校 その他 RC 1 65 1992 H4 27

37 3893 勝浦中学校 柔剣道場 009 中学校 武道場 RC 2 412 1975 S50 44

38 3893 勝浦中学校 体育館 010-1 中学校 体育館 RC 2 1,623 2013 H25 6

39 3893 勝浦中学校 ﾌﾟｰﾙ専用付属室 011 中学校 その他 RC 1 131 2019 H31 0

40 K019 給食共同調理場 共同調理場 009 その他
給食セン

ター S 1 1,107 2013 H25 6

41 K019 給食共同調理場 ブロワー機械室 010 その他 その他 RC 1 26 2013 H25 6

42 K019 給食共同調理場 受水槽ポンプ室 011 その他 その他 S 1 6 2013 H25 6

　　建物基本情報

通し
番号

学校
調査
番号

用途区分

建物用途
階数

建築年度

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

旧 - - R1 - 改築 C D D B B 29

旧 - - R1 - 長寿命 A A C B B 71

旧 - - R1 - 改築 C D B B B 53

旧 - - R1 - 長寿命 A A A A A 100

旧 - - R1 - 改築 C D B B B 53

新 - - R1 - 改築 D D D B B 27

新 - - R1 - 長寿命 A A B B B 84

旧 済 - H23 25.8 長寿命 C C C B B 49

旧 - - R1 - 改築 C D C B B 40

新 - - R1 - 長寿命 B B B B B 75

旧 - - H23 25.7 長寿命 B A B B B 82

旧 - - R1 - 改築 C D C A A 47

新 - - R1 - 改築 C B B C C 63

新 - - R1 - 改築 D D C C C 29

新 - - R1 - 長寿命 B A A A A 98

新 - - R1 - 長寿命 B B B B B 75

新 - - R1 - 長寿命 C B B A B 75

旧 済 済 H15 14.5 長寿命 D C C B C 42

旧 済 済 H15 14.5 長寿命 D C C B C 42

旧 - - R1 - 改築 B B C B B 62

旧 済 済 H23 22 長寿命 B B C B B 62

旧 - - R1 - 改築 C C C C C 40

旧 - - R1 - 改築 C C B B B 62

新 - - R1 - 改築 B C B B B 65

旧 - - R1 - 改築 C D C B B 40

旧 済 済 H23 22 長寿命 A A A B B 94

新 - - R1 - 改築 D D D B B 27

新 - - R1 - 長寿命 B C B B C 61

新 - - R1 - 長寿命 D B B B B 70

新 - - R1 - 改築 C C B B B 62

旧 済 済 H16 12.7 要調査 B C C B B 52

旧 済 済 H16 12.7 要調査 B C C B B 52

旧 - - R1 - 長寿命 B B B C B 70

旧 - - R1 - 改築 C C C B B 49

旧 - - R1 - 改築 B B C B B 62

新 - - R1 - 長寿命 C C B B B 62

旧 - - R1 - 長寿命 B A B B B 82

新 - - R1 - 長寿命 C A A A A 95

新 - - R1 - 長寿命 A A A A A 100

新 - - R1 - 長寿命 B B A A A 91

新 - - R1 - 長寿命 A A A A A 100

新 - - R1 - 長寿命 B A A A A 98

劣化状況評価

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

健全度
（100点
満点）

耐震安全性

構造躯体の健全性

試算上
の区分

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

長寿命化判定
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④ 今後の維持・更新コストの把握（長寿命化型） 

財政負担を緩和しながら学校施設の継続的な維持管理を行う観点として、改築（建て替え）

中心から長寿命化改修を中心とした老朽化対策を実施するためには、機能向上と機能回復を

図る修繕・改修を建物全体で計画的に実施する必要があります。 

長寿命化型の維持・更新コストは、以下の条件に基づいて試算しました。 

 

（改築等の規模） 

◇ 築年数に応じた時期に、現状と同じ面積で改築・改修を行うものと設定 

 

（改築・改修等の期間） 

◇ 改築、長寿命化改修は２年に工事費を均等配分、大規模改造は単年度で計上 

 

（既に改築・改修時期の到来している建物） 

◇ 改築及び長寿命化改修の実施年数より古い建物は、今後 10年以内にそれらを実施するも

のとし、該当コストの 10分の１の金額を 10 年間計上 

 

（長寿命化改修の更新周期等） 

◇ 長寿命化改修の実施が可能かどうかを建物ごとに判定し、改修周期を設定 

① 長寿命化可能な建物（試算上の区分が「長寿命」の建物）は、築 40年に長寿命化改

修、築 20年、築 60年に大規模改造、築 80年に改築すると設定 

→新築後 80 年間の使用を想定します。 

 
② 長寿命化可能な建物で、基準年度で築 40 年を超えている建物は、今後 10 年以内に

長寿命化改修を実施するものと設定 

→経過年数の古い建物は早急に長寿命化改修を実施するものと想定します。 

 
③ 長寿命化改修が実施できない建物（試算上の区分が「要調査」「改築」の建物）は、

長寿命化改修を実施せずに改築（改築までは 20年周期で大規模改造を実施）するも

のと設定 

→長寿命化改修が実施できない建物の改築は、新築後 50 年間の使用を想定します。 

 

（部位別評価結果の扱い） 

◇ 今後５年以内にＤ評価の部位の修繕を、今後 10年以内にＣ評価の部位の修繕を実施する

ものと設定 

ただし、改築、長寿命化改修、大規模改造を今後 10年以内に実施する場合を除く 

◇ 今後 10 年間に長寿命化改修を実施する建物は、長寿命化改修費からＡ評価の部位修繕相

当額を差し引く 

 

（その他） 

◇ プール（工作物）及びグラウンド上の遊具等の共用施設は、今後の大規模更新が想定しづ

らいため、原則として費用計上していません。 
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【更新周期等】 

 長寿命化型の改築、大規模改造について、以下の更新周期等により試算しました。 

 

 
 

 

【更新単価】 

 更新単価は、比較的最近の新築工事実績額や、固定資産台帳の取得価額などを参考とし、

以下のとおりに定義しました。 

建物用途 改築単価 補足 

校舎 ２１万円／㎡ 勝浦小学校の実績額を参考 

体育館 ２４万円／㎡ 勝浦中学校の実績額を参考 

学校給食共同調理場 ５４万円／㎡ 学校給食共同調理場の実績額を参考 

上記以外の建物（倉庫等） １４万円／㎡ 固定資産台帳を参考 

 

  

＜グラフの年表示＞

基準年度 2019 西暦

試算期間：基準年の翌年度から40年間

改築

＜改築、要調査＞ ＜長寿命＞

更新周期 50 年 80 年 工事期間 2 年

実施年数より古い建物の改築を 10 年以内に実施

長寿命化改修

＜長寿命＞

改修周期 40 年 工事期間 2 年

実施年数より古い建物の改修を 10 年以内に実施

大規模改造

改修周期 20 年周期

（ただし、改築、長寿命化改修の前後10年間に重なる場合は実施しない）

部位修繕

D評価： 今後 5 年以内に部位修繕を実施

C評価： 今後 10 年以内に部位修繕を実施

（ただし、改築・長寿命化改修・大規模改造を今後10年以内に実施する場合を除く）

A評価： 今後 10 年以内の長寿命化改修から部位修繕相当額を差し引く

コスト試算条件（長寿命化型）

※1

※１ 試算上の区分（改築、長寿命）ごとに更新周期を設定する。

試算上の区分が未記入の場合は「改築」と同条件で算出する。

※2 躯体以外の劣化状況が未記入の場合は、部位修繕は算出されない。※2
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【従来型と長寿命化型の比較】 

 長寿命化型の更新にシフトした場合、2020年以降の 40年間の総額は 78 億円で、１年あた

りの平均は 2.0 億円と試算されました。これは、直近５年間の施設関連経費の年平均 0.9 億

円の 2.2倍に相当します。試算結果によると、従来型の更新に比べ 40 年間の総額は７億円の

削減、年平均額の費用は 0.1億円が削減されるものと試算されました。 
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1.4億円/年

10年間

1.8億円/年

今後の維持・更新コスト（従来型）

40年間の総額

85億円

3.3億円/年

対象建物

2.4万㎡

42棟

40年間の平均

2.1億円/年

2.3倍

過去の

施設関連経費

0.9億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費
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（年度）

10年間 10年間

1億円/年

10年間

1.8億円/年

10年間

1.9億円/年

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

3億円/年

対象建物
42棟

2.4万㎡

40年間の総額

78億円

40年間の平均

2億円/年

2.1倍

過去の

施設関連経費
0.9億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

40 年間の平均 

2.0 億円/年 

 3.0億円/年 

2.2 倍 

 1.0億円/年 
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４ 学校施設整備の基本的な方針等 
（１） 学校施設の規模・配置計画等の方針 

① 学校施設の長寿命化計画の基本方針 

公共施設等総合管理計画における基本方針＜平成 28年度策定＞ 

原則１：施設総量の縮減によって財政負担を低減します 
①施設の集約化・複合化等の推進 

②施設の転用の推進 

③施設の廃止・除却等の確実な実施 

原則２：生活基盤や地域コミュニティの場を担う機能の維持を図ります 
①生活基盤となる公共施設等の機能維持 

②地域コミュニティ施設の有効活用 

③防災（避難場所等）への配慮 

原則３：予防保全を中心とした計画的な維持管理を推進します 
①施設の長寿命化の推進 

②民間活力の活用 

③施設の安全性の確保 

公共施設等総合管理計画における施設類型別基本方針（学校） 

○ 小中学校は、「小中学校等適正規模適正配置庁内検討委員会」にて、小中学校の再編を

引き続き検討します。保護者や地域住民の方と意見交換をしながら、通学手段・通学距

離等を考慮して、学校の適正配置を進めます。 

○ 学校は、地区ごとに配置され、地域コミュニティの場を提供する役割を担ってきた施

設であることから、学校再編後の施設の活用可能性や除却の要否、一元的管理も含め

た検討を行います。再編の結果、用途見直しにより活用する施設については、必要に応

じて大規模改修等を実施し、その後も計画的な点検・修繕等を実施していきます。 

○ 学校給食共同調理場は、配送業務に加え、調理業務も民間委託とし、施設運営経費の低

減を図ります（注：平成 29年度から民間委託を開始）。 

 

 

勝浦市学校施設の長寿命化計画における基本方針 

方針１ 学校施設の規模や配置の適正化 
◆ 将来の児童生徒数の見通しや本市の財政見通し等を踏まえつつ、教育環境の充実を前

提として、学校施設の適正な規模や配置について検討を進め、学校施設の有効活用に

係る各種方策とともに、施設ごとに改修や改築の方向性を具体的に定めていきます。 

 

方針２ 社会的ニーズへの対応 
◆ 教育内容や生活様式の変化、防災や地域共生における役割等の社会的ニーズに適切に

対応するために、学校施設全体の有効活用に努めるほか、内装、設備、備品類の改修

や更新も適切に実施します。 

 

方針３ 予防保全の徹底 
◆ 日常の維持管理や定期点検等の機会を活用し、学校施設の劣化状況を的確に把握し、

安全性や機能性に重大な支障を及ぼす事態の発生を未然に防止するとともに、中長期

的観点から改修・改築費用の低減を図るために、計画的な老朽化対策を推進します。 
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② 学校施設の規模・配置計画等の方針 

●小学校 

（基本的な考え方） 

小学校は、過去に実施した再編の結果、現状では市内の４地区のうち、総野地区、興津地

区、上野地区には小学校が１校のみ、最も人口・世帯の集中する勝浦地区においても小学校

は２校のみとなっています。そのため、今後さらに小学校の再編を進めることについては、

一層慎重な検討が求められ、特に以下の点に留意する必要があります。 

✓ 少人数学級、単学級、複式学級が児童の学習や心身の成長に及ぼす影響 

✓ 通学の距離及び時間が児童の学習機会及び児童・保護者の生活全般に及ぼす影響 

✓ 学校施設が地域の中核施設として果たす役割・機能の重要性 

✓ 災害時における避難所・避難場所としての重要性 

✓ 学校施設の老朽化に伴う構造躯体、設備等の物理的・機能的な健全性の低下状況 

✓ 学校施設を維持・更新するために必要な財源確保の見通し 

（小学校ごとの基本的な考え方） 

◆ 勝浦小学校 

校舎が比較的新しいことから、規模や配置を大幅に見直す余地は無いため、現状維持

を基本とします。ただし、児童数の減少状況に応じて余裕教室等の有効活用を検討しま

す。 

◆ 豊浜小学校 

勝浦小学校と同じ勝浦地区に位置し、単学級・複式学級が生じていますが、通学距離

や地域特性等を踏まえると、現状では再編を具体的に検討する段階には至っていませ

ん。ただし、今後、学校施設の構造躯体の劣化状況や児童数の減少状況によっては、規

模・配置について見直しを検討します。 

◆ 興津小学校 

興津地区に位置する唯一の小学校ですが、単学級・複式学級が生じており、通学距離

や地域特性等を踏まえると、現状では再編を具体的に検討する段階には至っていませ

ん。ただし、今後、学校施設の構造躯体の劣化状況や児童数の減少状況によっては、規

模・配置について見直しを検討します。 

◆ 上野小学校 

上野地区に位置する唯一の小学校で、全学年が単学級となっているものの、現状では

複式学級が無く、校舎も大規模修繕を実施していることなどから、当面は現状維持を基

本とします。 

◆ 総野小学校 

総野地区に位置する唯一の小学校で、単学級・複式学級が生じていますが、通学距離

や地域特性等を踏まえると、現状では再編を具体的に検討する段階には至っていませ

ん。ただし、今後、学校施設の構造躯体の劣化状況や児童数の減少状況によっては、規

模・配置について見直しを検討します。 

●中学校 

中学校は、2017年（平成 29年）に興津中学校と北中学校を勝浦中学校へ統合したことに

より、市内の中学校は勝浦中学校１校のみとなりました。勝浦中学校は、市内の人口集中地

区に位置し、さらに防災面に優れる高台に位置することもあり、現状では規模・配置ともに

適正な状態にあります。そこで、校舎の構造躯体及び設備の使用年限までは現状を維持し、

将来的な改築の際に、生徒数の減少傾向を踏まえて適正な規模について検討します。 

●学校給食共同調理場 

 学校給食共同調理場は、2014年（平成 26年）３月に旧新戸小学校跡地に移設・新築され

ました。現状では最新の設備・機能を備え、災害備蓄倉庫及び福祉避難所も同敷地内に併設

されていることから、適切な規模・配置にあるものといえ、引き続き現状維持を基本としま

す。なお、将来的に給食数が大幅に減少する場合には、施設の有効活用方法について改めて

検討すべきものとします。  
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（２） 改修等の基本的な方針 

① 長寿命化の方針 

物理的な不具合を直し建物の耐久性を高めることに加え、建物の機能や性能を現在の学校

が求められる水準まで引き上げ、さらに中長期的な観点から維持・更新等に係るトータルコ

ストの縮減・予算の平準化を実現するために、以下に示すような建物を除き、改築より工事

費が安価で工期が短く、廃棄物や二酸化炭素の排出量が少ない長寿命化改修への転換を図り

ます。 

なお、改築せざるを得ない建物があった場合には、改築までの期間に応急的な保全を行う

など、当面の安全性・機能性等の確保に取り組みます。 

 

●長寿命化改修に適さない建物の判定目安 

 

② 目標使用年数、改修周期の設定 

鉄筋コンクリート造の学校施設の法定耐用年数は 47 年となっていますが、これは税務上、

減価償却費を算定するためのものです。物理的な耐用年数は基本的にはこれより長く、適切

な維持管理を行い、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合には 70～80年程度の長寿

命化が可能であると言われています。こうした考え方を踏まえ、構造躯体の健全性の評価結

果等に基づき、学校施設の目標使用年数を以下の通りに設定しました。 

 

 目標使用年数 大規模改造の周期 長寿命化改修の周期 

校舎ほか ８０年 築２０年／６０年 築４０年 

 

＜改修等の周期に応じた工事の例＞ 

◆ 築 20 年目：大規模改造【不具合解消中心】 

✓ 経年劣化による損傷等の修復 ： 劣化、故障、不具合箇所の修繕 

✓ 設備の使用年限に応じた更新 ： 設備機器更新 

 

◆ 築 40 年目：長寿命化改修（大規模改造含む）【耐久性、機能、性能の向上中心】 

✓ 築 20年目の大規模改造と同じ工事 

✓ 耐久性を向上させる工事   ： 屋根材・外壁材の耐久性の向上 

✓ 機能・性能を向上させる工事 ： 教育内容や生活様式に応じた改修、設備等更新 

 

◆ 築 60 年目：大規模改造【不具合解消中心】 

※築 20 年目の大規模改造と同じ工事 

 

◆ 築 80 年目：解体・改築（建替え） 

 

◆ 鉄筋コンクリートの劣化が激しく、改修に多額の費用がかかるため、改築した方が安

価となる建物 

◆ コンクリート強度が著しく低い建物（おおむね 13.5Ｎ／ｍ㎡以下） 

◆ 基礎の多くの部分で鉄筋が腐食している建物 

◆ 校地環境の安全性が欠如している建物（地盤・がけ崩れ・津波浸水等） 

◆ 建物の配置に問題があり、改修によっては適切な教育環境を確保できない建物 

◆ 学校の再編など地域の実情により改築せざるを得ない建物 
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５ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 
（１） 部位別の改修等整備水準（耐久性向上） 

① 構造躯体（鉄筋コンクリート） 

 コンクリートの劣化により発生するひび割れ、内部の鉄筋が腐食し膨張することによるコ

ンクリートのひび割れやはく落等の劣化現象に対し、劣化の原因となる物質を取り除くとと

もに、塗膜での被覆等により以後の原因物質の侵入を防ぐ対策を行います。 

 

●劣化度に応じた補修・改修方法の例 

 
出典：学校施設の長寿命化改修の手引（文部科学省・平成 26 年） 

 

●改修周期等に応じた整備水準の例（目標使用年限 80年の場合） 

改修周期等 整備水準 

日常の維持管理 

⚫ 特に屋外側に露出したコンクリートについては、定期的に清掃す

るなどして、ひび割れ等の劣化現象の早期発見に努める。 

⚫ 軽度な劣化現象のうちに、ひびの被覆等による補修を実施する。 

築 20年 

（大規模改造） 

⚫ 軽度又は中度の劣化現象を中心に点検を行い、当該劣化現象が見

られる場合には、適切な補修を実施する。 

築 40年 

（長寿命化改修） 

⚫ 屋上・外壁の修繕等の際に、耐久性の高い材料による補修の実施を

検討する。 

⚫ 中度又は重度の劣化現象の有無を検証し、当該劣化現象が見られ

る場合には、適切な補修を実施する。 

築 60年 

（大規模改造） 

⚫ 重度の劣化現象を中心に点検を行い、当該劣化現象が見られる場

合には、費用対効果を踏まえつつ、補修工事の実施又は建物の使用

中止等の措置を講じる。 
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② 屋根・屋上 

 校舎を中心に水平な陸屋根が採用されていますが、陸屋根では雨水が躯体に浸透して室内

で雨漏りを引き起こさないように適切な防水層の維持・改修を行います。 

 また、屋根を傾斜させて雨水を流す方式の勾配屋根は、体育館や一部の校舎（総野小学校）

で採用されていますが、屋根材の寿命に応じた更新、塗装の塗り直しを行います。 

 

●陸屋根の防水工事 

 屋上の防水工事は、躯体や建物内部への漏水を防ぎ、建物の劣化を抑えるために重要な工

事であることから、長寿命化を目的とした防水改修は、全面的な実施を検討します。部分的

な防水改修は、他の防水層が切れて雨漏りが起きる可能性が著しく低い場合に実施します。 

＜具体的検討事項＞ 

① 保護層の敷設の有無（露出防水／保護防水） 

② 改修工法（撤去工法／かぶせ工法） 

③ 使用する材料（塗膜防水／シート防水／アスファルト防水） 

（補足） 

ア 防水層の一部を復旧する工事 

→パラペットの改修など防水層の一部復旧を要する工事の場合は、切り取った防水層よ

りも大きな範囲に防水層を重ねて設け、継ぎ目からの漏水を防止します。 

イ 防水層の重さと耐震化 

→部分補修やかぶせ工法により防水工事が既に行われている場合、防水層がかなり重く

なっている可能性があるため、耐震性能への影響を踏まえながら工法を検討します。 

ウ 屋根の形状の検討 

→陸屋根とすると防水層が必要となるため、メンテナンスの観点から、勾配屋根として

防水層を設置しないことも視野に入れて工法を検討します。 

＜防水層の物理的耐用年数＞ 

種類 耐用年数 

塗膜防水 10～13年 

シート防水 13～15年 

アスファルト防水 コンクリート保護層なし 13～15年 

コンクリート保護層あり 17～20年 

 

●陸屋根の防水層を長く使うための対策 

▶保護材の敷設 

防水層の上から押さえコンクリートなどの保護材を敷設し、紫外線や風雨から守ること

で、露出防水に対して物理的耐用年数を長くします。 

▶断熱材の敷設 

  保護材と防水層の間に断熱材を敷くことで、防水層の熱に対する影響を軽減し、物理的

耐用年数を長くします。 

▶適切なメンテナンス 

  屋上の清掃を定期的に行うなどメンテナンスを行うことや、塗膜防水やシート防水の定

期的な保護材の再塗布により、劣化の進行を遅らせるように努めます。 

 

●勾配屋根の長寿命化対策 

 亜鉛とアルミニウムの合金でメッキした物理的耐用年数の長いガリバリウム鋼板について

は、約 15年おきに表面塗装の塗り直しを行うほか、メッキの寿命を踏まえ、30～35 年でふき

替えを検討します。 

 ふき替え時には、耐用年数が半永久的とされるステンレス製、アルミニウム合金製、チタ

ン製のものなどの屋根材の採用を検討します。 
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③ 外壁 

 外壁は、建物の美観に大きく影響するのみならず、外壁の一部が欠けて落下すると、児童

生徒等に危害を及ぼす可能性があるため、安全性の面からも劣化は軽度にとどめ、重度な劣

化の発生を未然に防止する必要があります。 

 

●樹脂製塗膜仕上げの劣化対策 

劣化現象 対策方法 

チョーキング（白亜化：粉が吹いたような状

態）の発生（ひび割れ、浮き、はく落が生じ

る前） 

定期的な塗膜の塗り直し（又は重ね塗り） 

 

●モルタル又はタイル仕上げの劣化対策 

劣化現象 対策方法 

モルタル・タイルに部分的なひび割れが生じ

ているのみの場合 

エポキシ樹脂等を注入してひび割れ箇所を

塞ぐ 

一部のモルタル・タイルに「浮き」が生じて

いる場合 

再付着のため、モルタル・タイルの裏面に樹

脂を注入したり、アンカーピンを打ち込んだ

りしてコンクリート躯体に固定 

広範囲のモルタルやタイルに浮きやはく落

が生じている場合 

張り替え工法によりモルタルを塗り替え、タ

イルを張り替え 

ピンネット工法の採用を検討 

 

＜劣化度に応じたモルタル・タイル仕上げの外壁の補修・改修方法の例＞ 

 
出典：学校施設の長寿命化改修の手引（文部科学省・平成 26 年） 

 

●補足 

＜ピンネット工法＞                   ＜塗膜の美観上の耐用年数＞ 

 
 

繊維ネットをモルタルや

タイルを用いて既存のモ

ルタルやタイルの上から

張り付け、仕上げ材のはく

落防止層を形成させ、この

層をアンカーピンでコン

クリート躯体に固定 
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④ 内部仕上げ（床・壁・天井等） 

 室内の仕上げについては、色彩や材質によって児童生徒の心に安らぎや活気を与え、学習

環境にも多大な影響を及ぼすものと考えられています。 

また、内装の損傷を軽度なうちに修復することで、児童生徒が怪我をする危険性を低下さ

せることや、トイレの床材を改善することで雑菌等の繁殖による衛生面での悪影響を最小化

することが期待できます。 

さらに、メンテナンス性に優れた部材を使用すると、清掃が容易になるなど、維持管理の

効率が向上します。 

 

●望ましい状態の例 

木質化された安らぎある空間 清潔で明るい雰囲気の教室 メンテナンス性に優れた部材 

   

オープンスペースに木材をふん

だんに使用し、安らぎと温もり

のある空間を創出（勝浦小） 

白系の内装色で、清掃も行き届

いているため、全体的に明るい

雰囲気（勝浦中） 

薄型の汚垂れ防止板を使用し、

床材は清掃しやすく抗菌性のあ

る部材を採用（勝浦中・プール） 

 

●改善すべき状態の例 

変形しつつある床材 汚れが目立つ内装（天井） 汚れが目立つ内装（壁） 

   

児童が接する頻度の高い昇降口

等の床材は、劣化・損傷の進行

が早まる傾向に注意 

汚れの原因を除去するととも

に、清掃、再塗装、張り替え等

による更新が望ましい。 

日常的に目にする内装は、清掃、

塗装（汚れの目立たない色等）

による美観維持が望ましい。 

旧式化したトイレ全般 床材の損傷（応急処置済） 床材の劣化（応急処置済） 

   

従来型の湿式清掃に対応する

タイル床等は目地に菌が繁殖

しやすいことに注意 

フローリングは、特に繋ぎ目

付近において変形・損傷しや

すいことに注意 

塩ビシートの割れ・浮き等の

経年劣化は、安全面・衛生面・

美観を考慮して更新が必要 
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⑤ 設備 

 設備機器の老朽化対策としては、日常点検、消耗部品の定期交換によって故障を未然に防

ぐ対策と設備機器更新時における物理的耐用年数の長い機器の選定等の対策を行います。 

 また、設備配管の老朽化対策としては洗浄工法、更生工法、更新工法があり、劣化状況に応

じて組合せて実施します。更新工法においては、物理的耐用年数の長い材質の配管に交換す

ること、躯体に打ち込まれていた設備配管を外部露出配管にすることや設備シャフト内に敷

設し直すことなどを併せて実施するなど、以後のメンテナンスや更新の容易性を確保するた

めの対策も検討します。 

 

●主要な設備機器の物理的耐用年数 

＜電気＞ 
設備機器 耐用年数 設備機器 耐用年数 

高圧受電盤・配電盤・変圧器 25 動力制御盤・電灯分電盤 25 

高圧コンデンサ 20 端子板 30 

非常用自家発電機（ディーゼル） 30 蛍光灯照明器具 20 

鉛蓄電池（シール型） ７   

 

＜空調＞ 
設備機器 耐用年数 設備機器 耐用年数 

鋼板製ボイラ 15 ファンコイルユニット 20 

吸収式冷凍機 20 全熱交換式換気ユニット 20 

空気熱源ヒートポンプチラー 15 送風機 20 

冷却塔（ＦＲＰ製） 13 冷温水、冷却水ポンプ 20 

エアーハンドリングユニット（空調機） 20 自動制御機器（検出器・調整器） 15 

空気熱源パッケージ型空調機 15 自動制御盤・中央監視盤 10 

 

＜衛生＞ 
設備機器 耐用年数 設備機器 耐用年数 

受水槽、高架水槽（鋼板製） 20 雑排水ポンプ（水中） 10 

受水槽、高架水槽（ＦＲＰ製） 25 消火ポンプ 20 

受水槽、高架水槽（ステンレス製） 30 ガス湯沸器・電気湯沸器 10 

貯湯槽（鋼板製） 20 屋内消火栓 30 

貯湯槽（ステンレス製） 25 大便器・小便器・洗面器 30 

揚水ポンプ（タービン） 15 水栓類 15 

 

＜昇降機＞ 
設備機器 耐用年数 

昇降機 30 

 

出典：学校施設の長寿命化改修の手引（文部科学省・平成 26 年） 

 

●設備配管の老朽化対策例（補足） 

▶洗浄工法 

・給水配管、給湯配管 

圧縮空気を混入した水を高圧洗浄して管内の付着物を除去 

・排水管 

  高圧洗浄車から加圧した水を洗浄ホースの先端の噴射ノズルで逆噴射させて、管内付着

物を破砕はく離 

▶更生工法 

  給水配管・排水配管の内面に、二液性エポキシ樹脂による塗膜厚さ 0.3～1.0mmの均一な

塗膜を形成して更生 

▶更新工法 

 劣化した配管を新しい配管に交換  
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（２） 機能別の改修等整備水準（機能向上） 

① 学習環境 

大規模改修時や改築時等に室内の間取りを変更する際は、ＩＣＴ教育への対応、オープン

スペースの設置など、教育環境に関する最新の研究成果を踏まえ、学習環境の向上に役立つ

配置計画を進めます。 

 

② 生活環境 

・トイレ洋式化等 

本市では、現状では校舎・体育館の一部に和式トイレが残っているものの、トイレの洋式

化事業は完了しており、今後はトイレ全般の適切な維持管理に努めます。 

また、トイレの改修時には、衛生面に配慮した最新の部材・機器の使用を推進します。 

・エアコンの運用 

  本市では、熱中症対策や授業の効率化に配慮し、令和元年度に全校の教室にエアコンを

設置しました。今後は空調機器の適切な維持管理と運用に努め、児童生徒の学習面・生活

面での環境の向上を推進します。 

  

③ 省エネルギー化 

大規模改修時や改築の際には、断熱性の向上による熱損失の低減、自然通風や夜間換気の

利用、ＬＥＤ照明の採用、照度センサー・人感センサーの設置、太陽光発電パネルの設置、高

耐久性の部材の採用など、環境教育にも配慮した省エネ対策を推進します。 

 

④ ユニバーサルデザイン化 

 本市では既に一部の学校施設において多目的トイレを設置していますが、引き続き多目的

トイレの設置を推進するほか、段差の解消や手摺の設置、誰もが認識しやすいサイン計画、

色覚障がい者にも分かりやすい色彩計画など、ユニバーサルデザイン化に取り組みます。 

 

⑤ 防災・防犯 

避難所（場所）として要求される設備・備品等の設置や保管を推進するとともに、現状の防

犯体制を検証の上で、必要に応じて防犯のための監視装置の設置など、防犯設備の新設・更

新について検討を進めます。 
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（３） 用途別の改修等整備水準 

① 校舎 

 本市では、校舎の耐震診断は平成 23 年度に完了し、構造躯体の耐震化は平成 25 年度に完

了しています。 

今後は、建築基準法第 12条に基づく法定点検の報告内容や日常の維持管理において発見さ

れた改修課題を踏まえ、財政計画との整合を図りながら、予防保全を主眼にした老朽化対策

や機能向上に向けた各種対策を計画的に実施します。 

また、児童生徒の減少傾向を毎年把握するとともに、児童生徒の教育環境の変化、保護者・

教職員・地域住民の要望や意見も踏まえ、将来の改築時期や適正な配置・規模への転換のあ

り方について検討を進めます。 

 

② 体育館 

体育館についても校舎同様に耐震診断及び構造躯体の耐震化は既に完了しています。今後

は、上野小学校及び興津小学校について、非構造部材の耐震改修工事を実施します。 

また、体育館は、児童生徒にとっての教育の場としてだけではなく、地域住民のスポーツ・

交流活動としての役割や、災害時における避難所としての役割を果たすなど、多様な機能を

担っているため、老朽化対策はもちろん、バリアフリー化、多目的トイレの整備等、耐久性・

機能性の向上を積極的に推進します。 

 

③ 校舎・体育館以外の建築物（倉庫等）・工作物（遊具等） 

 本市の倉庫等の建築物は、一部の築浅の建物を除き、全般的に老朽化が顕著です。 

 現状の劣化箇所を放置しておくと、今後、加速度的に建物の老朽化が進行し、建物本来の

機能に支障が出るばかりか、外壁の崩落等により児童生徒に危害が及ぶ可能性も考えられま

す。したがって、劣化損傷の程度が高い箇所の早期の改修に取り組むほか、平常時のほか、大

雨、台風、地震後にも見廻り点検を行い、改修箇所の早期発見に努めます。 

 小学校の遊具は、全般的に適切にメンテナンスされていますが、倉庫等と同様に、日常点

検等により改修箇所の早期発見に努めます。 

 

④ グラウンド 

本市のグラウンドは、児童生徒の教育活動の場としてだけではなく、休日を中心に地域団

体等にも幅広くかつ高頻度で使用されています。したがって、グラウンドの改修としては、

土砂の入れ替えの他に、フェンスや防球ネットの更新など、校舎、体育館等と同様に計画的

に整備を進めていきます。 

 

⑤ プール 

本市では、興津小学校以外には各学校にプールが設置されています。これらのプールは、

令和元年に改築された勝浦中学校を除き、特にプールサイドの劣化・損傷が顕著で、プール

付属室（トイレ等）も旧式化・劣化した建物が数多く存在します。 

現状では、劣化したプールについて、注意深く使用することで事故等を防いでいますが、

抜本的な老朽化対策には至っていません。今後は、劣化の著しいプールの使用を中止し、劣

化度が低いプールを共同利用するなど、利用方法の見直しが必要です。 

  

⑥ 学校給食共同調理場 

学校給食共同調理場は、平成 26年３月に移設・改築された最新設備を備える施設で、日常

の維持管理も適切に実施されています。 

今後とも、給食事業のみならず、災害時における機能も十分に果たせるように、日常のメ

ンテナンス、定期的な修繕・改修を適切に実施します。 
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（４） 各種点検の手法・項目等 

本市では、専門技術者による法定点検と施設管理者による点検を効果的に併用しながら、

建物を適切に保全するように努めます。 

 

●点検の頻度と位置付け 

▶法定点検（専門技術者） 

各種の法定点検のうち、建物全体の状態を確認する点検である建築基準法第 12 条に基づ

く点検（12条点検）は、建築物は３年以内に１回、設備は１年以内に実施されます。 

本市では、建築物については直近で平成 29年度に 12条点検を実施しており、以降、３年

ごとの実施を予定しています。 

 

▶日常点検（施設管理者） 

頻度：毎日 

項目：不具合が生命・身体に影響する重大事項 

 

▶周期点検（施設管理者） 

頻度：数か月から１年に１回 

項目：季節や学校行事に必要な事項（建物全体） 

 

●点検の項目（例） 

▶日常点検 

大項目 細項目 

敷地・外構の点検 

① 舗装のひび割れ・陥没・傾斜・損傷 

② マンホールや溝蓋の外れ・損傷 

③ 門やフェンスの傾き・腐食・変形 

建物外部の点検 

④ 外壁や庇（ひさし）の亀裂・浮き 

⑤ 金属製手すり・金物の傷やぐらつき 

⑥ 空調室外機の変形・異常音・異臭等 

建物内部の点検 

⑦ 高所にあるものの落下 

⑧ 避難経路（防火戸・廊下・階段・非常口） 

⑨ 避難器具（避難はしご・救助袋） 

⑩ 消防設備等（消化器・消火栓・火災報知器・排煙オペレーター） 

⑪ 空調室内機の変形・異常音・異臭等 

⑫ ガス漏れ警報器の電源・有効期限 

 

▶周期点検（平常時：法定点検を保管する目的で年に１回以上の点検） 

大項目 細項目 

敷地・外構の点検 
① 擁壁のふくらみ・亀裂 

② 斜面の亀裂・変形・沈下 

建物外部の点検 

③ 建具の不具合・変形・損傷等 

④ ポンプ・タンク類の変形・異常音・異臭 

⑤ 高架水槽・受水槽の変形・異常音・異臭 

⑥ キュービクル・分電盤・配電盤の異常音・異臭・発熱 

⑦ 電気幹線のはずれ・垂れ下がり・損傷 

建物内部の点検 

⑧ 床・壁のささくれ・段差 

⑨ トイレや蛇口まわりの漏水 

⑩ コンセントやガスコックのカバーの損傷・紛失 

⑪ 換気扇の故障 
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▶周期点検（梅雨・台風前） 

大項目 細項目 

敷地・外構の点検 
① 樹木の根本の腐朽、支柱の錆び・腐食 

② 高所にあるものの落下 

建物外部の点検 

③ トップライトの損傷・割れ 

④ 屋上の金属類・雨どい・取付金具のぐらつき・腐食・変形 

⑤ パラペットの亀裂・損傷 

⑥ 排水ドレン・側溝の汚れ・目地の詰まり、樋の詰まり 

⑦ 備品、鉢植えなどの放置 

建物内部の点検 
⑧ 照明器具の球切れ・汚れ 

⑨ エアコンの清掃・異臭・異音 

プールの点検 

⑩ プール内やプールサイドの段差・亀裂 

⑪ プール周辺のフェンスの破損 

⑫ プール用のトイレ、更衣室の確認 

 

▶周期点検（学校行事前：行事場所周辺において実施） 

大項目 細項目 

屋外の点検 

① 舗装のひび割れ・陥没・損傷 

② 手すりのぐらつき・腐食・損傷 

③ 門やフェンスの傾き・腐食・変形 

④ 防球ネット、掲揚台、遊具のぐらつき・腐食・変形 

⑤ 樹木の根本の腐朽、支柱の錆び・腐食 

⑥ 側溝や排水溝の詰まり 

⑦ 高所にあるものの落下 

体育館内部の点検 

⑧ 体育館や屋外の放送設備の不具合 

⑨ 体育館の床の段差・ささくれ 

⑩ トイレの漏水・異臭等 

 

▶周期点検（避難訓練前） 

大項目 細項目 

屋内の点検 

① 避難経路の障害物・可燃物 

② 防火戸周辺の障害物・可燃物 

③ 避難器具・消火設備・非常ベル・排煙窓周辺の障害物 

④ 非常用進入口前の障害物 

⑤ 非常用照明や誘導灯の破損・球切れ 

建物外部の点検 
⑥ 屋外階段の障害物・可燃物 

⑦ 屋外階段の亀裂・錆び等 

その他点検 ⑧ 前回指摘事項の経過観察 

 
参考：学校点検のハンドブック（自治体等女性ＦＭ会・平成 27年 12 月） 
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６ 長寿命化の実施計画 
（１） 改修等の優先順位付けと実施計画 

 今後５カ年の実施計画について、以下のとおりに計画します。このうち、令和２年度分の

工事費は当初予算に基づく金額を計上し、令和３年度以降の概算金額は、令和２年度分の当

初予算を参考とした金額です。これらの実施計画に係る工事内容、工事金額及び工事時期（年

度）については、今後、変更となることがあります。 

なお、以下の実施計画に記載の無い工事であっても、各種点検等の結果に基づき、大規模

な改修工事が新たに必要となることがあります。 

 

【優先順位：★非常に高い、◎高い、▲普通】 

 2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 

小中学校共通 

※1 

★法定点検 
(12条点検) 

2,916 千円 

 

★遊具の安全点検 

417 千円 

 

▲LAN 環境の整備 

※2 

設計 02,421 千円 

監理 01,320 千円 

工事 43,838 千円 

  ★法定点検 
(12条点検) 

約 3,000 千円 

 

★遊具の安全点検 

約 420 千円 

 

 

◎校舎のガラス飛散防止フィルム改修工事 ※単年度の工事を想定 

（金額未定） 

 

上野小学校 ★耐震改修工事 

※3 

35,000 千円 

 

    

興津小学校 ★耐震改修工事 

※3 

40,000 千円 

 

    

勝浦小学校  

 

 

    

豊浜小学校  

 

 

◎屋上防水シート改修工事 ※単年度の工事を予定 

（金額未定） 

総野小学校  

 

 

 

 

   

勝浦中学校  

 

 

 

 

   

学校給食共同

調理場 

 

 

 

 

 

   

合  計 125,912 千円 － － － － 

※1  別途、毎年の緊急修繕対応として 2,000 千円程度の修繕費の支出が見込まれとともに、毎年の光

熱水費・委託費として、直近５カ年の実績額相当である 38,000 千円程度の支出も見込まれます。 

※2  LAN 環境の整備は、上野小学校、勝浦小学校及び勝浦中学校にて実施を予定しています。 

※3 体育館の非構造部に対する耐震改修工事を予定しています。 
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（２） 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果～維持・更新の課題と今後の方針～ 

【長寿命化の効果】 

Ｐ24に掲載のとおり、長寿命化型の更新にシフトした場合、2020 年（令和２年）以降の 40

年間の維持・更新コストは総額 78億円で、年平均では 2.0 億円と試算されました。 

つまり、従来型の更新に比べ、40年間の維持・更新コストは総額７億円の削減、年平均額

の維持・更新コストは 0.1億円が削減されるものと試算されました。 

こうした試算結果を踏まえた今後の課題と方針は以下のとおりです。 

（Ｐ24図再掲） 

 
 

【維持・更新の課題】 

⚫ 長寿命化型の更新にシフトしても、40 年間の維持・更新コストは年平均 2.0 億円を要す

る見込みであり、直近５年間の施設関連経費実績額である年平均 0.9 億円の 2.2 倍に相

当します。 

⚫ 今後 10年間では長寿命化改修費用が多額となるため、年平均額は３億円となる見通しで、

直近５年間の施設関連経費実績額である年平均 0.9 億円の約 3.3倍に相当します。 

⚫ 以上から、従来型に比べて長寿命化型の維持・更新には財政負担の軽減効果が見込まれ

るとしても、依然として必要な維持・更新コストは多額となるため、長寿命化改修の実施

が現実的には困難となる見通しです。 

 

【維持・更新に係る今後の方針】 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

20
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20
16

20
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20
20

20
22

20
24

20
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20
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34
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36

20
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20
40

20
42

20
44

20
46

20
48

20
50

20
52

20
54

20
56

20
58

（億円）

（年度）

10年間 10年間

1億円/年

10年間

1.8億円/年

10年間

1.9億円/年

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

3億円/年

対象建物
42棟

2.4万㎡

40年間の総額

78億円

40年間の平均

2億円/年

2.1倍

過去の

施設関連経費
0.9億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

⚫ 日常点検や定期点検（法定点検等）の成果を活用し、劣化や不具合の早期発見

によって、劣化等が深刻化する前に修繕を行うことで、建物の耐久性を高めつ

つ、修繕費用の低減を図ります。 

⚫ 長寿命化型の改修に加え、施設の規模や配置の適正化によって、総量縮減を推

進し、維持・更新コストの総額の大幅な低減を図ります。 

 3.0億円/年 

40 年間の平均 

2.0 億円/年 

 3.0億円/年 

2.2 倍 

 1.0億円/年 
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７ 長寿命化計画の継続的運用方針 
（１） 情報基盤の整備と活用 

今後、固定資産台帳及び施設管理台帳を活用し、学校施設の基本情報、光熱水費などの維

持管理費、工事履歴や点検情報を一元管理していくものとします。 

施設管理台帳のデータは、施設性能評価や保全整備コスト算定、また継続的な施設管理に

活用できるよう、記載項目や内容を設定します。 

 

（２） 推進体制等の整備 

学校施設の長寿命化計画を継続的に運用していくために、学校教育課を中心に、庁内の技

術職員、財政課と連携し、全庁的な体制で取り組んでいくものとします。 

また、学校施設の維持管理については、施設管理者による日常点検や管理業務委託による

各種点検報告書を活用して、不具合箇所の早期把握と修繕対応を図っていくものとします。 

 

（３） フォローアップ 

学校施設の長寿命化計画は、学校施設の改修や改築（建て替え）の優先順位を設定するも

のであり、勝浦市総合計画の実施計画において、実施年度及び事業費を精査するものとしま

す。 

学校施設の長寿命化計画の進捗状況等については、適切な時期にフォローアップを実施し、

ＰＤＣＡサイクルに沿った進捗管理を行うものとします。 
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８ 資料編 
（１） 建物現地調査用資料（令和元年度実施） 

●劣化状況調査票 
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●建物不具合箇所の施設管理者への確認シート 
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